
ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン                        

主に交響曲やピアノソナタ、弦楽四重奏などで有名ですが、彼もまた歌曲の作曲

に取り組み、重要な作品を残しています。ベートーヴェンの歌曲は、その革新的な構

成や詩の選択が特徴的です。 

 《遥かなる恋人に寄す》Op.98 (An die ferne Geliebte)               

この連作歌曲は、ベートーヴェンが歌曲サイクルの形式を初めて採用した作品で、

6 曲から成り立っています。詩はアロイス・イーストによるもので、遠くにいる恋人への

思いを歌っています。ピアノ伴奏と声が交互に対話しながら進行する独特の形式

が、恋人への切ない感情を美しく表現しています。また、歌曲集全体が一つの大

きな構成を持つ点も特筆されます。この作品は、後のシューベルトやシューマンの

連作歌曲に影響を与えました。 

 《アデライーデ》Op.46 (Adelaide)                          

フリードリヒ・フォン・マティソンの詩に基づいた歌曲で、恋愛と憧れを歌っていま

す。この作品は、ベートーヴェンのロマンティックな一面を強く反映しており、詩の内

容に寄り添った情感豊かな旋律が特徴です。特に終盤では、ドラマティックな展

開があり、情熱的な感情が表現されています。ピアノ伴奏も 非常に細やかで、

詩の情景を巧みに描写しています。 

 《失われた幸福》Op.83-4 (Das Glück)                       

この歌曲は、幸福が失われてしまったことに対する深い嘆きを歌っています。ベート

ーヴェンは、詩の中の悲しみや絶望をシンプルながらも効果的に音楽で表現して

います。ピアノ伴奏は、静かな悲しみを示唆しながら、声部と一体となって感情を

高めています。 

 《ああ、不実なる者》Op.65 (Ah! perfido)                      

この作品は、アリアとレチタティーヴォの要素を持つカンタータ形式の歌曲で、オペ

ラの要素が取り入れられています。歌手が恋人に裏切られた感情を劇的に表現

するもので、ベートーヴェンの強い表現力が感じられる作品です。声の技巧的な

要求も高く、ピアノ伴奏が劇的な感情の波を支えています。 



 《歓迎の歌》WoO 103 (Der Wachtelschlag)                     

この作品は、自然や季節をテーマにした詩に基づいており、特に鶉（うずら）の鳴き

声が主題になっています。自然の風景を音楽で描写しようとする試みが見られ、

シンプルながらも詩の世界を的確に音楽化しています。ベートーヴェンの歌曲の中

では軽快な部類に入り、心地よい響きが特徴です。 

 《五月の歌》Op.52-4 (Maigesang)                          

この明るく軽やかな歌曲は、五月の自然の美しさを称賛する内容です。シンプル

な旋律とリズムが、春の喜びを軽快に表現しています。ピアノ伴奏はシンプルなが

らも、爽やかな気分を引き立てる役割を果たしています。 

 《芸術の神、アポロ》WoO 100 (Die Ehre Gottes aus der Natur)         

詩はクリストフ・クリンクによるもので、自然を通じて神の偉大さを称える内容です。

ベートーヴェンは宗教的な詩を多く採用していますが、この作品はその中でも自然

を通じた神への敬意を表現したものです。音楽的には荘重でありながら、自然の

中に神の存在を感じるというメッセージが力強く表現されています。 

 《愛すべき娘》WoO 123 (Das liebe Mädchen)                   

軽やかで親しみやすい旋律が特徴の歌曲で、若い娘への愛情を歌っています。

ピアノ伴奏はシンプルでありながら、感情豊かな声部をサポートしています。ベート

ーヴェンの歌曲の中でも明るく、親しみやすい作品の一つです。 

 《希望に寄す》Op.32 (An die Hoffnung)                      

ベートーヴェンは、同じ題材で 2 つのバージョンの歌曲を作曲しており、Op.32 はそ

の一つです。希望に寄せる歌であり、困難な時期を乗り越える希望の力を歌って

います。音楽的には、内面的な感情を静かに表現しており、瞑想的な雰囲気が

漂っています。ベートーヴェンの個人的な苦悩と希望に対する感情が反映された

作品と言えます。 

 《音楽によせて》Op.88-4 (An die Musik)                      

この歌曲は、詩的な内容で音楽そのものに捧げられた賛歌です。音楽の美しさや

力を称える内容で、旋律とピアノ伴奏が一体となって、音楽の神聖さや感動を表



現しています。ベートーヴェン自身が音楽に対して抱いた深い敬意や思いが感じ

られます。 

 

ベートーヴェンの歌曲は、彼の器楽作品に比べるとあまり知られていませんが、深い感

情や哲学的な思想が反映されており、声とピアノが対等に音楽を紡ぎ出す点が特徴で

す。彼の歌曲は、その詩的な内容と音楽の表現が緻密に結びついており、後のリート作

曲家たちに大きな影響を与えました。 
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